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令和６年度
総合教育センター・子どもと親のサポートセンター 研究発表会

特別支援教育における主体的・対話的で
深い学びを実現するためのICT機器の利活用に
関する研究～自立活動の視点に着目して～

千葉県総合教育センター
特別支援教育部

主題

千葉県総合教育センター

報告

内容

１ 主題設定の理由
２ 研究の目的及び研究計画
３ 研究の概要
４ 今年度の取組
５ 次年度の方向性

千葉県総合教育センター

１ 主題設定の理由

各教科等の指導におけるICTの効果的な活用について（令和２年９月）文部科学省
視点２ 障害による学習上又は生活上の困難さを改善・克服するために、

ICTを活用する視点
⇒自立活動の視点

新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議（令和３年１月）文部科学省
ICT利活用等による特別支援教育の質の向上
教師のICT活用スキルの向上

第３次千葉県特別支援教育推進基本計画（令和４年３月）千葉県教育委員会
ICTの利活用による教育の質の向上
ICTの利活用による「主体的・対話的で深い学び」の実現
ICTを利活用した学習活動の充実

千葉県総合教育センター

１ 主題設定の理由

教員のＩＣＴ活用指導力
順位（/47）全国平均千葉県

26位78.1％76.5％授業にICTを活用して指導する能力

46位73.0％61.6％令和４年度中にICT活用指導力の各項目に関する研修を受講した
教員の割合

令和４年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（概要）
（令和5年10月） 文部科学省

第３次千葉県特別支援教育推進基本計画 （令和４年３月） 千葉県教育委員会
［目標値の設定値］

目標
（令和12年度）

中間目標
（令和8年度）

現状
（令和２年度）目標項目

１００％９０％７３.７％県内特別支援学校において児童生徒のICT活用を指導
することができる教員の割合
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千葉県総合教育センター

２ 研究の目的及び研究計画

県内の特別支援教育において、ICT機器の効果的な利活用により、
主体的・対話的で深い学びを実現し、子供たち一人一人の学びを
どのように深めているか現状を把握し、自立活動の視点に着目した
授業実践におけるICT機器の利活用に関するモデルケースを
提案する。

（１）研究の目的

障害による学習
上又は生活上の
困難さを改善・
克服する視点

千葉県総合教育センター

２ 研究の目的及び研究計画
（２）研究計画

【令和６年度】
１ 質問紙調査と結果の分析
２ 実態把握に基づく実践事例集（骨子案）の作成

【令和７年度】
１ 調査研究協力校での実践を通して、実践事例を作成
２ 実践事例集の編集・調整

ICT機器の利活用のための実践事例集の完成
→県総合教育センターWebサイトに掲載

千葉県総合教育センター

３ 研究の概要
（３）令和６年度

１ ICT機器の利活用に係る質問紙調査と結果の分析
→自立活動の指導を踏まえたICT機器の利活用の現状を把握

２ 実態把握に基づく実践事例集（骨子案）の作成
→調査結果から、現場のニーズに基づく実践事例集（骨子案）

を作成
３ 調査研究協力校における実践

→実践事例集（骨子案）の検証

実践事例集（骨子案）の完成
千葉県総合教育センター

ア 講師・調査研究協力員
講 師：国立特別支援教育総合研究所 情報・支援部

主任研究員 織田 晃嘉 氏

協力員：教育庁教育振興部特別支援教育課 指導主事 １名
県立特別支援学校 教諭 ５名
市町村立小学校・中学校特別支援学級 ・教諭 ５名

イ 調査研究協力員会議
年３回（7月、11月、１月）
研究計画説明、調査内容検討及び結果報告、授業実践等

４ 今年度の取組
（１）講師及び調査研究協力員
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千葉県総合教育センター

ア 調査名
特別支援教育における、主体的・対話的で深い学びを実現するためのICT

機器の利活用に関する研究～自立活動の視点に着目して～に関する調査
イ 目 的

県内の特別支援学校及び県内知的障害特別支援学級、自閉症・情緒
障害特別支援学級を設置する小学校・中学校・義務教育学校における
自立活動の視点に着目したICT機器の利活用に関する課題を明らかにすると
ともに、その課題解決の一つとして実践事例集の作成のための基礎資料とする。

４ 今年度の取組
（２）質問紙調査について

千葉県総合教育センター

ウ 調査対象
○小・中学校特別支援学級（知的障害特別支援学級、自閉症・

情緒障害特別支援学級）の担任
○県内の特別支援学校の学級担任

エ 質問内容
○ICT機器の利活用に係る質問 １５問
○自由記述 ３問 計１８問

※ICT機器：インターネットに接続できる機器として回答を求めた
オ 回答方法

○ちば電子申請サービスによるWeb回答

（２）質問紙調査について

４ 今年度の取組

千葉県総合教育センター

18年以上11～17年８～10年４～5年２～3年1年特別支援教育
経験年数 １２７１９１９５１８１１１７６２

60代～50代40代30代20代
年齢

６８１３７１６３２６６１３９

特（その他）特（知）中学校小学校
学校種 ２０２２３４

１０１２３６
４３６

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査
【回答数】 全回答790件のうち、有効回答数773件を分析対象
【 内 訳 】 学校種、年齢、特別支援教育経験年数

千葉県総合教育センター

n=773年代構成

18.0%

14.9%

21.8%

15.8%

17.8%

34.4%

34.2%

43.2%

28.7%

28.4%

21.1%

19.8%

17.5%

20.8%

25.8%

17.7%

19.3%

11.1%

21.8%

21.2%

8.8%

11.9%

6.4%

12.9%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

特支（知以外）

特支（知）

中学校

小学校

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代以上

全体では、30代が
34.4%で最も多い。
20～30代は、
52.4%で半数を超
えている

特別支援学校(知)
では、20代～30代の
若年層の割合が高い

6５%

52.4%

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査
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千葉県総合教育センター

8.0%

0.5%

6.8%

13.9%

13.1%

15.1%

7.4%

10.3%

20.8%

24.2%

23.4%

18.3%

23.1%

21.8%

28.8%

12.3%

12.4%

14.5%

10.9%

10.6%

24.7%

28.2%

30.3%

26.7%

15.3%

16.4%

33.2%

15.0%

5.9%

8.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

特支（知以外）

特支（知）

中学校

小学校

１年 ２～３年 ４～７年 ８～１０年 １１～１７年 １８年以上

36.5%

12.8%

小学校、中学校
の方が、
経験年数の
短い教員の割合が
高い

特支（知以外）で、
経験年数の長い
教員の割合が高い

n=773特別支援教育の経験年数
自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

千葉県総合教育センター

17.8%

4.7%

40.6%

54.2%

82.2%

95.3%

59.4%

45.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特支（知以外）

特支（知）

中学校

小学校

１名 ２名以上

担当する学級の指導者数 n=773

36%

50%

64%

50%

0% 50% 100%

中学校

小学校

1名 2名以上

経験年数の浅い、若年層では
（20代かつ経験年数が3年以下）

小・中学校では経験年数が短い教員も１名で指導している割合が大きい

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

千葉県総合教育センター

32.1%

38.1%

29.1%

27.7%

31.8%

64.2%

58.9%

67.5%

66.3%

64.4%

3.6%

3%

3%

5.9%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

特支（知以外）

特支（知）

中学校

小学校

非常に当てはまる だいたい当てはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

問１ ICT機器の利活用による有効性

96.3%

n=773

・学校種や年代問わず有効性を感じている

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

千葉県総合教育センター

問３ ICT機器を利活用する頻度

31.6%

33.7%

27.8%

27.7%

35.2%

27.3%

29.2%

23.5%

24.8%

30.5%

28.7%

22.8%

32.5%

37.6%

26.3%

10.6%

12.4%

13.7%

7.9%

7.2%

1.8%

2.0%

2.6%

2.0%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

特支（知以外）

特支（知）

中学校

小学校

ほぼ毎日 週３～４日 週１～２日 月１～２回 ほぼ使っていない

n=773

58.9％

・特別支援学校で使用頻度が低い

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査
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千葉県総合教育センター

31.7%

30.1%

28.9%

38.1%

21.5%

29.4%

31.6%

25.2%

31.2%

29.4%

28.9%

23.7%

13.7%

8.6%

9.8%

10.1%

2.0%

2.5%

0.8%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50代以上

40代

30代

20代

ほぼ毎日 週に３～４日 週に１～２日 月に１～２回 ほぼ使っていない

経験年数が
３年以下では

■月に１～２回
16.3%

■ほぼ使っていない
2.5%

更に頻度が下がる

n=773

・経験年数が浅い若手教員の利活用の頻度も低い
・年齢が上がるほど、利活用の頻度が下がっていく

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査
問３ ICT機器を利活用する頻度

千葉県総合教育センター

25.0%

32.6%

60.8%

1.8%

3.9%

9.4%

13.4%

18.3%

25.1%

21.4%

7.6%

1.4%

25.0%

6.0%

1.7%

13.4%

2.3%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

③月１～２回
ほとんど使っていない

② 週１～２日

① ほぼ毎日
週3～４日

有効だから 使うことが得意だから 使うことが推奨されているから
授業準備にかける時間がないから 使うことが苦手だから 整備が不十分だから

①ほぼ毎日
週３～４日

②週１～２日

③月２回以下

n=６９４問４ ICT機器を利活用する頻度（問３）の理由

・月１～2回、ほとんど使っていない層は、苦手意識や時間がないことが
大きな理由となっている

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

千葉県総合教育センター

共通点
1. 視覚的に分かりやすい
2. 児童生徒の興味・関心を引きやすい
3. 個別学習がしやすい
4. 授業の効率が上がる

・学校種が異なっていても、メリットに共通点がある

問６ ICT機器を利活用した授業をする場合、メリットに感じていること
は何ですか

n=773

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

千葉県総合教育センター

視覚的支援の具体例具体的なメリット具体的な活用方法と

動画、画像興味・関心視覚支援小学校
タブレット、電子黒板等
を用いた具体的な学習
方法

教材準備の効率化、
生徒の主体的学習

具体的な学習ツール
（漢字、動画教材等）中学校

視覚障害、聴覚障害の
ある生徒への支援方法遠隔学習個々のニーズに応じた

支援特支

相違点

・小学校では視覚的、
特別支援学校では専門性の高い使用が見られる

n=773

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

中学校では具体的な場面での活用方法、

17 18

19 20
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千葉県総合教育センター

問７ ICT機器の利活用に関して、相談できる人の有無

その他 →忙しそうで
相談しづらい

81.4%

84.7%

79.5%

81.2%

80.5%

14.4%

11.4%

15.4%

10.9%

17.4%

3.6%

2.0%

5.1%

6.9%

2.1%

0.6%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

特支（知以外）

特支（知）

中学校

小学校

2人以上いる 1人いる いない その他

・相談できる人の割合は高いが、中学校では約７％が「いない」と回答
・忙しそうとの理由で、相談を躊躇してしまう状況がある

いないと回答した
20代～30代は、

5.7％
40代以上では、

1.4%
若年層でいないと回答
した割合が大きい

n=773

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

千葉県総合教育センター

10.6%

12.4%

9.0%

9.9%

11.0%

41.1%

36.6%

41.0%

42.6%

44.5%

38.9%

43.1%

41.0%

34.7%

35.2%

9.3%

7.9%

9.0%

12.9%

9.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

特支（知以外）

特支（知）

中学校

小学校

非常に当てはまる だいたい当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

問８ ICT機器を使うことに負担を感じたことがありますか

学校種を問わず、約５０％がICT機器の使用に負担を感じている

n=773

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

千葉県総合教育センター

問８ ICT機器を使うことに負担を感じたことがありますか

代以上

代

代

代

非常に当てはまる だいたい当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

n=773

年代が上がるほど、負担を感じている割合が増える

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

千葉県総合教育センター

問９ どのような理由で負担を感じていますか（複数回答）
n=６２９

研究の目的

31.4%

26.6%

20.6%

20.1%

34.8%

39.6%

39.2%

38.4%

3.1%

1.8%

4.4%

3.1%

23.3%

26.1%

26.9%

27.7%

7.3%

5.9%

8.9%

10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50代
以上

40代

30代

20代

苦手だから 技能がないから 相談できる人がいないから 授業準備にかける時間がないから その他

20～30代：ICT機器の知識をどう生かすか
40代～ ：ICT機器の操作の不安

その他の理由
２０代

活用方法の悩み
３０代

授業準備
活用方法の悩み

４０代～
トラブルの対応

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査
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千葉県総合教育センター

76.3%

76.7%

67.1%

80.2%

83.5%

23.7%

23.3%

32.9%

19.8%

16.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

特支（知以外）

特支（知）

中学校

小学校

ある ない

小・中学校と比べ
特別支援学校では、
研修を受けていない
割合が大きい

問10 過去２年間にICT機器の利活用に関する研修を受講したことが
ありますか n=773

研修を受けていない教員も一定数いる

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

千葉県総合教育センター

13%

9%

10%

19%

56%

61%

64%

66%

30%

30%

24%

15%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50代以上

40代

30代

20代

ア：非常に当てはまる イ：だいたい当てはまる ウ：あまり当てはまらない エ：全く当てはまらない

問12 研修で学んだICT機器の利活用の技能が身に付き、活用できて
いると思いますか n=５９０

年代が上がるにつれて、研修内容を活用できていない割合が増える

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

千葉県総合教育センター

１. 生活指導の中で活用する場面が多くない
２. 活用するまでの技能が達していない
３. 研修内容と実務内容がかみ合っていない
４. 学んだ技能を使う場面があまりない
５. 授業でICTを活用できていない

問13 問12で、あまり当てはまらない、全く当てはまらないを選択した
理由 n=５９０

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

千葉県総合教育センター

40.5%

40.6%

44.4%

29.7%

41.1%

53.9%

53.0%

50.0%

63.4%

54.7%

4.5%

5.4%

5.1%

4%

3.4%

1%

1%

0.4%

3%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

特支（知以外）

特支（知）

中学校

小学校

課題がある やや課題がある ほとんど課題がない 課題がない

問17 ICT機器利活用の推進をするにあたって課題があると思いますか

学校種を問わず、ほどんどの教員が課題があると感じている

n=773

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

94.4%

25 26

27 28
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千葉県総合教育センター

＜課題があると回答＞
１. 教員のスキルと準備に関する課題
２. 教材やコンテンツに関する課題
３. 生徒の利用方法に関する課題
４. サポート体制と研修の不足

問1８ ICT機器利活用の推進をするにあたっての課題
n=773

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

千葉県総合教育センター

実践事例集作成の方向性
調査結果のまとめと次年度の方向性

課題
特別支援教育の経験が少ない教員
一人で授業を展開している
使用頻度が低い
負担感が大きい
苦手意識や知識・技能の不足
機器トラブル等の不安
校内で相談できない
準備に掛ける時間がない
研修や他校種等からの活用

調査結果から課題の解消につながる
実践事例集を作成する

自立活動の視点を踏まえたICT機器の利活用に関する調査

基本から具体的な活用まで分かりやすい
サポートの充実
負担感の軽減につながる
利活用の頻度が上がる内容
技能の向上につながる
授業実践に結び付けられる

千葉県総合教育センター

５ 次年度の方向性
実践事例集（骨子案）

千葉県総合教育センター

５ 次年度の方向性
実践事例集（骨子案）

29 30

31 32
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千葉県総合教育センター

実践事例集（骨子案）
５ 次年度の方向性

Ｐ○○
アイデア集

Ｐ○○
指導案

千葉県総合教育センター

実践事例集（骨子案）
５ 次年度の方向性

33 34


